
問　

蓄
電
池
の
補
助
金
は
、

県
下
で
は
4
市
町
村
の
み
で

あ
る
。我
が
坂
城
町
は
、補
助

の
上
限
が
20
万
円
と
県
下
で

ト
ッ
プ
で
あ
る
。
電
気
の
地

産
地
消
の
観
点
か
ら
も
、
よ

り
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に

予
算
を
増
額
す
べ
き
だ
。

町
長　

住
宅
へ
の
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
へ
の

支
援
と
し
て
、
太
陽
光
発
電

設
備
に
加
え
、
蓄
電
池
設
置

補
助
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え

た
。
電
気
事
業
者
が
買
い
取

る
余
剰
電
力
の
価
格
低
下
に

よ
り
、
蓄
電
池
に
貯
め
て
自

家
消
費
す
る
流
れ
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
設
置
費
用
が
高

額
の
た
め
、支
援
を
継
続
し
、

今
後
も
積
極
的
に
創
・
蓄
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
。
2
年
度
の
予
算
を
増
額

し
た
の
で
制
度
を
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

名
誉
町
民
の
推
挙
を

問　

昨
年
は
、
16
年
ぶ
り
に

名
誉
町
民
が
誕
生
し
、
町
で

一
番
の
明
る
い
話
題
で
あ
っ

た
と
思
う
。本
町
に
は
、産
業

界
で
ご
活
躍
さ
れ
る
と
と
も

に
町
公
益
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
方
、
文
化
・
芸
術
・
教

育
で
も
世
界
的
に
著
名
で
、

大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
な
ど
を
引
き
続
き
推
挙

す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

名
誉
町
民
称
号

を
お
贈
り
し
た
方
々
へ
の
感

謝
の
念
を
大
切
に
し
、
町
の

発
展
を
願
い
、
ふ
さ
わ
し
い

方
の
推
挙
を
検
討
す
る
。

スマートエネルギー補助

予算を増額して対応

蓄
電
池

広めよう 家庭用蓄電池

問　
高
齢
に
伴
い
耳
が
聞
こ

え
に
く
く
な
り
仕
事
や
日
常

生
活
が
不
便
に
な
る
た
め
、

補
聴
器
は
必
需
品
で
あ
る
。

し
か
し
、
補
聴
器
は
平
均
価

格
で
15
万
円
と
高
額
で
あ

る
。
重
度
の
難
聴
者
に
は
障

害
者
認
定
で
の
購
入
助
成
が

あ
る
が
、
障
害
者
認
定
の
手

前
の
境
界
上
の
難
聴
者
に
は

助
成
制
度
が
な
い
。
研
究
・

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

福
祉
健
康
課
長　

加
齢
性
難

聴
は
、
人
と
の
会
話
を
避
け

る
等
外
部
か
ら
の
刺
激
が
少

な
く
な
り
、
脳
機
能
が
低
下

し
認
知
症
や
孤
立
に
よ
る
う

つ
状
態
に
な
る
と
の
指
摘
も

あ
る
。
18
歳
未
満
の
軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
に
は
、
当
町

で
は
助
成
制
度
が
あ
り
、
県

か
ら
助
成
額
の
2
分
の
1
の

財
政
支
援
が
あ
る
。
高
齢
者

の
中
度
・
軽
度
の
難
聴
の
方

は
相
当
数
い
る
と
推
測
す
る

が
、
県
で
も
助
成
制
度
が
な

い
。
町
単
独
助
成
は
財
政
的

に
も
慎
重
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を

問　

２
０
５
０
年
ま
で
に

C
O

₂

の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
た
め
、
町
も
宣
言
は

出
せ
な
い
か
。

町
長　

町
は
早
い
段
階
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、
ご
み
の
排
出
抑
制
な
ど

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
よ

る
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め

て
き
て
お
り
、
現
時
点
で
の

宣
言
は
考
え
て
い
な
い
。

加齢性難聴

補
聴
器
購
入
に
助
成
を

町
単
独
で
は
難
し
いまだまだ高額な補聴器

大森　茂彦  議員

中嶋　登  議員
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なんでも相談してください

17 の達成目標

問　
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
か
。

町
長　

令
和
3
年
度
か
ら
の

「
第
6
次
長
期
総
合
計
画
」

を
策
定
し
て
い
く
中
で
、

S
D

G
s

達
成
の
観
点
を
整

理
し
、
町
の
施
策
を
通
じ
て

S
D

G
s

も
推
進
し
て
い
く
。

問　
町
内
参
加
企
業
の
状
況

は
。

町
長　

S
D

G
s

推
進
企
業

登
録
制
度
に
登
録
の
企
業
は

1
社
。
登
録
は
な
い
が
、「
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」対

策
と
し
て
、
植
物
由
来
の
生

分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使

用
し
た
成
型
開
発
に
取
り
組

み
、
製
品
の
製
造
に
つ
な
げ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。

問　
企
業
や
町
民
に
対
す
る

意
欲
喚
起
は
。

町
長  

普
段
の
生
活
の
中
で

行
っ
て
い
る
食
品
ロ
ス
や
ご

み
減
量
化
、
省
エ
ネ
に
向
け

た
行
動
が
、 

結
果
と
し
てS

D
G

s

に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
は
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
学
習
会
、
講
演
会
を
通

し
て
、
町
全
体
でS

D
G

s

達

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
気
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

学
び
の
改
革
に
つ
い
て

問　
町
の
方
向
性
は
。

教
育
長　

主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
を
重
点

と
位
置
づ
け
、今
ま
で
の
ペ
ア

学
習
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど

学
び
合
い
の
成
果
を
大
切
に

し
、子
ど
も
の
実
態
に
沿
っ
た

幼
保
小
中
高
の
一
貫
し
た
学

び
の
改
革
を
推
進
す
る
。

SDGs

達
成
へ
の
取
り
組
み
は

全
員
参
加
型
で

祢津　明子  議員

問　
2
0
1
4
年
に「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」が
制

定
さ
れ
、
全
国
商
工
会
連
合

会
の
2
0
1
8
年
の
調
査
で

は
、37
都
道
府
県
、市
町
村
の

約
31
％
が
小
規
模
と
明
記
し

た
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　

町
の
小
規
模
企
業
振
興
の

立
場
の
明
示
と
政
策
の
連
続

性
、
小
規
模
企
業
の
努
力
と

町
民
の
振
興
へ
の
理
解
に
よ

る
小
規
模
企
業
の
持
続
的
発

展
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、「
小
規
模
企

業
振
興
条
例
」の
制
定
を
。

町
長  

「
商
工
業
振
興
条
例
」

等
に
基
づ
き
、
補
助
事
業
や

町
制
度
資
金
の
貸
付
、
保
証

料
補
給
等
の
支
援
、さ
ら
に

「
コ
ト
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
補
助
金
」「
商
業
店

舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」等

で
小
規
模
事
業
者
に
も
対

応
し
て
い
る
。
町
商
工
会
で

は
、
小
規
模
事
業
者
の
事
業

の
持
続
的
発
展
の
た
め「
経

営
発
達
支
援
計
画
」に
よ
る

伴
走
型
の
支
援
・
指
導
を
し

て
い
る
。
今
あ
る
支
援
策
や

補
助
制
度
な
ど
の
有
効
活
用

で
、
事
業
の
継
続
や
成
長
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。

避
難
所
に
つ
い
て

問  

お
寺
を
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
追
加
で
き
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長　

個
人
等
の

所
有
物
で
あ
る
の
で
、
避
難

所
指
定
は
考
え
て
い
な
い

が
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

小規模企業振興条例の
制定を

今ある施策の有効活用で 

商
工
業
振
興

玉川　清史  議員

議会だより　さかき　No.157 議会だより　さかき　No.15719


